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こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
の

【
①
森
村
誠
一
氏
監
修
・
提
唱

「
写
真
俳
句
」
入
門
講
座
・
開

講
 
】

　
最
近
、
静
か
な
る
ブ
ー
ム
の
写

真
俳
句
。
写
真
と
俳
句
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　
俳
句
に
な
り
そ
う
な
光
景
を
写

真
に
撮
り
、
後
か
ら
「
俳
句
」
を

考
え
た
り
、
散
歩
中
「
句
」
が
ひ

ら
め
い
た
ら
、
そ
の
情
景
を
求
め

て
写
真
を
撮
る
。

　
森
村
誠
一
氏
の
提
唱
す
る
「
写

真
俳
句
」
の
講
座
に
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

4
４
月
１７
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

４
時

5
町
田
市
民
文
学
館

6
写
真
俳
句
っ
て
何
？
（
ル
ー
ル

が
な
い
の
が
写
真
俳
句
）
、
写
真

俳
句
の
作
り
方
（
簡
単
な
コ
ツ
伝

授
）
、
写
真
俳
句
の
楽
し
み
方

（
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
と
便
利
）
、

持
ち
寄
っ
た
「
写
真
俳
句
」
の
講

師
に
よ
る
講
評

9
写
真
俳
句
ブ
ロ
グ
主
宰
・
中
村

廣
幸
氏

7
１
８
０
０
円

8
３０
人
（
申
し
込
み
順
）

2
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
講
座
名
・
参
加
者
氏

名
・
住
所
・
連
絡
先
を
明
記
し
、

町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
（
6
７
２
４
・
１
９
５
２
）

へ
。

【
②
小
野
路
で
タ
ケ
ノ
コ
狩
り
参

加
者
募
集
】

4
４
月
１８
日
（
日
）
①
午
前
１０
時

〜
１１
時
②
正
午
〜
午
後
１
時
③
午

後
２
時
〜
３
時

5
小
野
路
町
７
３
６
（
萩
生
田
牧

場
近
く
）

7
１
０
０
０
円

※
タ
ケ
ノ
コ
２
kg
お
土
産
有
。
超

過
分
は
買
い
取
り
に
な
り
ま
す

（
１
kg
５
０
０
円
見
当
）
。

2
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
参
加
者
氏
名
・
年
齢

・
住
所
・
連
絡
先
・
希
望
時
間
を

明
記
し
、
町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
（
6
７
２
４
・
１
９

５
２
）
へ
。

◇

1
町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
1
７
２
４
・
１
９
５
１
、
産

業
観
光
課
1
７
２
４
・
２
１
２
８
 
 
 
 

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

【
こ
ろ
こ
ろ
シ
ア
タ
ー
】

　
１６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
大
画

面
で
の
上
映
会
で
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

3
幼
児
か
ら

4
３
月
２９
日
（
月
）
午
後
３
時
〜

４
時
５０
分

6
「
魔
女
の
宅
急
便
」

1
こ
ろ
こ
ろ
児
童
館
1
７
１
０
・

１
４
７
５

●
介
護
保
険
制
度
に
対
す
る
意
見

の
募
集
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
制
度
は
平
成
１２
年
に

創
設
さ
れ
て
か
ら
、
１０
年
を
経
過

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
厚
生

労
働
省
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
か

ら
制
度
へ
の
様
々
な
意
見
・
要
望

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
意

見
募
集
の
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/public/bosyu

u/iken/p100219-1.htm
l

）
を

ご
覧
下
さ
い
1
厚
生
労
働
省
老

健
局
総
務
課
企
画
法
令
係
1
０３
・

５
２
５
３
・
１
１
１
１
、
内
線
３

９
０
９
、
３
９
１
９

●
都
立
小
山
内
裏
公
園
「
さ
く
ら

祭
り
」

4
４
月
４
日
午
前
１０
時
〜
午
後
３

時
5
同
公
園
里
山
広
場
6
模
擬
店

（
豚
汁
、
甘
酒
）
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
（
雨
天
中
止
）
、
木

こ
り
体
験
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
ほ

か
／
わ
ん
わ
ん
ふ
れ
あ
い
広
場

（
ド
ッ
グ
ラ
ン
）
は
終
日
閉
鎖
し

ま
す
1
同
公
園
パ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
1
０
４
２
・
６
７
６
・
８
８
６

５●
不
要
に
な
っ
た
入
れ
歯
の
寄
付

を
お
願
い
し
ま
す

　
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
不
要
入
れ
歯
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を

設
置
し
て
い
ま
す
寄
付
の
方
法
①

汚
れ
を
落
と
し
、
熱
湯
を
か
け
て

消
毒
す
る
②
新
聞
紙
な
ど
厚
手
の

紙
で
包
み
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
へ
入
れ

る
③
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
投
入
、
ま
た

は
封
筒
に
入
れ
て
同
会
へ
郵
送
す

る
回
収
対
象
金
属
の
つ
い
て
い
る

入
れ
歯
（
歯
に
か
け
る
バ
ネ
等
が

付
い
て
い
る
も
の
）
／
金
属
の
付

い
て
い
な
い
入
れ
歯
は
回
収
で
き

ま
せ
ん
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置
場
所
同

会
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

送
り
先
同
会
総
務
係
（
〒
１９４
―
０

０
１
３
、
原
町
田
４
―
９
―
８
、

1
７
２
２
・
４
８
９
８
）
へ

●
第
二
清
風
園
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
・
歯
つ
ら
つ
健
口
教
室

3
原
則
全
回
参
加
で
き
る
６５
歳
以

上
の
方
4
４
月
８
日
〜
６
月
１７

日
、
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

（
全
６
回
）
5
同
園
6
正
し
い
歯

磨
き
方
法
を
獲
得
し
よ
う
、
正
し

い
呼
吸
法
を
知
り
ま
し
ょ
う
ほ
か

7
１
回
１
０
０
円
2
1
７
３
６
・

６
９
０
７
へ

●
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産

の
無
料
相
談
会

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

4
４
月
５
日
午
前
１０
時
〜
午
後
４

時
5
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
フ

ロ
ア
1
東
京
都
不
動
産
鑑
定
士
協

会
1
０３
・
３
２
６
８
・
６
０
０
１

●
ニ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
花
の
家
「
桜

フ
ェ
ア
」

4
３
月
２７
日
〜
４
月
４
日
（
土
・

日
曜
日
も
開
催
）
、
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
6
草
花
苗
・
観
葉
植
物

・
ラ
ン
・
陶
器
な
ど
の
安
売
、
喫

茶
は
春
メ
ニ
ュ
ー
1
1
７
９
７
・

６
０
０
４

●
ア
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
・
セ
ー
ル

開
催

4
３
月
２６
日
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
４
時
（
５０
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
、
２７
日

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
（
９０
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
6
衣
類
・
食
器
・
雑
貨
・

オ
モ
チ
ャ
・
本
な
ど
（
家
具
・
自

転
車
な
ど
は
除
く
）
、
模
擬
店
 

（
た
こ
焼
き
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

ほ
か
）
有
／
３
月
２９
日
は
午
後
１

時
開
店
で
す
1
1
７
９
７
・
７
６

４
６

●
東
京
家
政
学
院
大
学
・
人
間
福

祉
学
科
創
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
が
み
た
い

〜
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ケ
ア
」

　
洋
画
家
城
戸
真
亜
子
さ
ん
を
講

師
に
招
き
開
催
し
ま
す
4
３
月
２８

日
午
前
１１
時
〜
午
後
１
時
（
１０
時

３０
分
開
場
）
5
同
大
学
大
江
ス
ミ

記
念
ホ
ー
ル
6
基
調
講
演
「
心

を
つ
な
ぐ
絵
日
記
」
、
福
祉
現

場
か
ら
の
実
践
報
告
、
福
祉
現
場

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
1
同
大
学
人

間
福
祉
学
科
実
習
指
導
室
1
７
８

２
・
１
９
２
６

　
豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
す
る

た
め
、
こ
と
ぶ
き
大
学
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
受
講
料
は
無
料
で

す
が
、
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
自
己
負

担
の
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
今
年
度
は
９
コ
ー
ス
を
実
施
し

ま
す
（
左
表
参
照
）
。

3
市
内
在
住
の
４
月
１
日
現
在
、

６０
歳
以
上
の
方

2
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
コ
ー
ス

（
１
人
１
コ
ー
ス
の
み
）
・
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番

号
・
年
齢
・
性
別
を
明
記
し
、
４

月
２３
日
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

に
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
（
〒
１９４
―

０
０
１
３
、
原
町
田
６
―
８
―

１
）
へ
。

※
詳
細
は
募
集
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ま

ち
だ
中
央
公
民
館
、
市
役
所
本
庁

舎
市
民
相
談
室
前
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
、
各
図
書
館
な
ど
主
な
市
の

施
設
で
配
布
）
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
募
集
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
往
復
ハ
ガ

キ
を
添
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。

ハ
ガ
キ
に
は
必

ず
切
手
を
張
っ
 

て
下
さ
い
。

1
ま
ち
だ
中
央
 

公
民
館
1
７
２
 

８
・
０
０
７
１

　
昨
年
５
月
に
町
田
市
民
ホ
ー
ル

で
単
独
公
演
を
行
っ
た
町
田
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
る
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で

す
。

4
５
月
２
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

5
中
央
図
書
館

8
１
１
９
人
（
申
し
込
み

順
）

2
３
月
２５
日
正
午
〜
４
月

２５
日
に
電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
1
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

※
１
度
の
申
し
込
み
で
２

人
ま
で
可
。

1
中
央
図
書
館
1
７
２
８
・
８
２

２
０

美術コース

文学コース

歴史コース

音楽コース

中国の文化コース

健康コース

鎌倉散歩コース 

コース 内　容 時　間 定　員

　家康の遺訓「人の一生は重荷を
負うて遠き道を行くが如し」。そ
の「重くて遠き道」のりを時代の
姿とともに検証します。

　浮世絵の誕生から終焉までの作
品を紹介。江戸庶民が生み出した
絵画世界の魅力を愉しんでいただ
きます。

　中国と日本の風俗や習慣、文化
の違いを学びます。

　箏で童謡を弾く体験をとおし、
日本の音の美学を考察します。

　自分の身体を自分で管理するた
めに最良の健康術を学びながら、
ゆっくりと「元気」回復を目指し
ましょう。

　あなたの思いがいっぱいにつま
った絵手紙を誰かに送ってみませ
んか。

　鎌倉の名所や歴史ある場所を、
のんびりと歩いてみませんか。

賢治にまなぶ

徳川家康とその時代

浮世絵の愉しみ

懐かしい歌・季節の
歌を楽しむ

中国の文化について

日本の楽器「箏」を
弾いてみましょう

太極拳を取り入れた
健康づくり

鎌倉の新たな魅力を
知ろう

午後2時～4時

午前10時～正午

第1～3回＝
午後2時～4時
第4～6回＝
午前9時～正午

午後2時～4時

第1・7回＝
午後2時～4時
第2～6回＝
午後1時～4時30分

日本の伝統コース

　幼少の頃から歌ってきた童謡・
唱歌等の出来上がったいきさつ、
時代背景等を考えながら大きな声
で歌いましょう。

金

土

木

水

水

水
金
土

木

月

火

6回

7回

絵手紙コース

回数 曜日

　宮澤賢治の人となりを知り、詩
と童話を読み解きながら、その人
気の秘密に迫ります。

午前10時～正午あなたも絵は描ける。
まず絵を描いてみよう

各154人

各30人

25人

20人

「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

　
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

　
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

「
こ
と
ぶ
き
大
学
」

　
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

2010年度

田
宮
俊
彦
コ
ン
サ
ー
ト

田
宮
俊
彦
コ
ン
サ
ー
ト

田
宮
俊
彦
コ
ン
サ
ー
ト

田
宮
俊
彦
コ
ン
サ
ー
ト

田
宮
俊
彦
コ
ン
サ
ー
ト

中
央
図
書
館
開
館
20
周
年
記
念
事
業

！！

催

し

！

こと

!


